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〔１〕 次の⽂は、電波法施⾏規則に規定する「アマチ
ュア業務」の定義であるが、    内に⼊れるべ
き字句を下の番号から選べ。 

 
    「⾦銭上の利益のためでなく、もっぱら個⼈的

な無線技術の興味によって⾏う⾃⼰訓練、通信及
び     その他総務⼤⾂が別に告⽰する業務を
⾏う無線通信業務をいう。」 

 
１．技術的研究 
２．公共の福祉 
３．災害の救援 
４．社会福祉 

  
 
 
    
〔２〕 アマチュア局の免許⼈が、あらかじめ総合通信

局⻑（沖縄総合通信事務所⻑を含む。）の許可を受
けなければならない場合は、次のどれか。 

    
   １．免許状の訂正を受けようとするとき。 
   ２．無線局の運⽤を休⽌しようとするとき。 
   ３． 無線設備の設置場所を変更しようとするとき。 
   ４．無線局を廃⽌しようとするとき。 
    
    
    
 
 
 
〔３〕 単⼀チャネルのアナログ信号で周波数変調した

電話の電波の型式を表⽰する記号は、次のどれか。 
    
   １．Ｆ３Ｅ 
   ２．Ａ３Ｅ 
   ３．Ｊ３Ｅ 
   ４．Ｆ２Ｄ 
    
    
    

〔４〕 無線従事者が免許証を失って再交付を受けた後、
失った免許証を発⾒したときは、発⾒した⽇から
どれほどの期間内にその免許証を返納しなけれ
ばならないか。次のうちから選べ。 

    
   １．７⽇ 
   ２．１０⽇ 
   ３．１４⽇ 
   ４．１か⽉ 
    
    
      
 
 
 
  
    
〔５〕 免許⼈が電波法に基づく処分に違反したときに、

その無線局について総務⼤⾂から受けることが
ある処分は、次のどれか。 

    
   １．無線従事者の解任命令 
   ２．通信の相⼿⽅の制限 
   ３．電波の型式の制限 
   ４．運⽤の停⽌ 
    
    
   
 
 
 
〔６〕 無線局の免許⼈が⾮常通信を⾏ったとき、電波

法の規定によりとらなければならない措置は、次
のどれか。 

    
   １．中央防災会議会⻑に届け出る。 
   ２．市町村⻑に連絡する。 
   ３．都道府県知事に通知する。 
   ４．総務⼤⾂に報告する。 
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〔７〕 免許⼈が、１か⽉以内に免許状を返納しなけれ
ばならない場合は、次のどれか。 

    
   １．無線局の免許を取り消されたとき。 
   ２．無線局の運⽤の停⽌を命ぜられたとき。 
   ３．免許⼈の住所を変更したとき。 
   ４．臨時に電波の発射の停⽌を命ぜられたと 
    き。 
    
    
    
    
〔８〕 電波法の規定により、無線局がなるべく擬似空

中線回路を使⽤しなければならないのは、次のど
の場合か。 

    
   １．他の無線局の通信に妨害を与えるおそれがあ

るとき。 
   ２．⼯事設計書に記載した空中線を使⽤できない

とき。 
３．無線設備の機器の試験⼜は調整を⾏うと 

    き。 
   ４．物件に損傷を与えるおそれがあるとき。 
    
  
   
    
〔９〕 次の⽂は、無線局運⽤規則の規定であるが、 
       内に⼊れるべき字句を下の番号から選べ。 
    
    「無線通信は、正確に⾏うものとし、通信上の

誤りを知ったときは、    」 
    
   １．初めから更に送信しなければならない。 
   ２．通報の送信が終わった後、訂正箇所を通知し

なければならない。 
   ３．直ちに訂正しなければならない。 
   ４．適宜に通報の訂正を⾏わなければならな 
    い。 
    
    

〔10〕 アマチュア局が呼出しを反復しても応答がない
ときは、できる限り、少なくとも何分間の間隔
をおかなければ呼出しを再開してはならないか。
次のうちから選べ。 

    
   １．３分間 
   ２．５分間 
   ３．１０分間 
   ４．１５分間 
    
    
 
〔11〕 無線電話通信において、「さようなら」を送 
   信することになっている場合は、次のどれか。 
    
   １．無線機器の試験⼜は調整を終わったとき。 
   ２．通報を確実に受信したとき。 
   ３．通報の送信を終了したとき。 
   ４．通信が終了したとき。 
    
    
    
    
 
    
    
    
〔12〕 無線局が無線機器の試験⼜は調整のため電波の

発射を必要とするとき、発射する前に⾃局の発射
しようとする電波の周波数及びその他必要と認
める周波数によって聴守して確かめなければな
らないのは、次のどれか。 

    
   １． ⾮常の場合の無線通信が⾏われていないこと。 
   ２．他の無線局の通信に混信を与えないこと。 
   ３．他の無線局が通信を⾏っていないこと。 
   ４．受信機が最良の状態にあること。 
    
    
   


